
特別研究 (Thesis Work)
専攻 選択・必修 開設時期 単位数 授業形態 担　当

機械制御 必修 2 年 8 研究 特別研究担当教員

【授業の概要】
約 2 年間にわたりそれぞれの分野で研究を行い、技術者、研究者として直面する問題を解決する能力、創造性等を養う。研究にあ
たっては最先端の理論、技術、解法などの情報を自主的に収集し、常に新しい取り組みができるよう心がけ、自らの分野の専門知
識を深める。最終的には学会発表を通じて得た研究成果を外部で評価できるように努力する。

【学修の進め方】
各研究テーマに対して、特別研究担当教員の指導より計画的に研究を進める。成果を特別研究論文にまとめ、特別研究発表会にて
プレゼンテーションを行う。

【授業の概要】

各担当教官の指導のもとに研究計画を立て、特別研究を進める。
機械制御工学専攻の特別研究担当教員が主に実施している研究テーマを以下に挙げる。

材料系
　・鋳造材の疲労強度特性に関する研究　（西村太志）
　・ナノインデンテーション試験法の開発　（西村太志）
　・化学的機械研磨に関する研究　（福田明）

エネルギー系
　・ノズルアスペクトピッチ比が複数長方形噴流の発達に及ぼす影響　（藤田重隆・張間貴史）
　・複数円形自由噴流の混合拡散過程の調査　（藤田重隆・張間貴史）
　・二次元噴流による複数長方形噴流場の操作　　（藤田重隆・張間貴史）
　・長方形ダクトから流出する長方形自由噴流の四分円形リブによる操作　（藤田重隆・張間貴史）
　・弾性体と流体の数値的なシミュレーション　（飛車来人）
　・等角写像とリーマンの関数論　（飛車来人）
　・科学技術教育のための e-learning 教材開発　（三浦靖一郎）
　・アルキメデスポンプの基礎および応用研究　（三浦靖一郎）
　・就労支援技術に関する基礎および実践研究　（三浦靖一郎）

計測制御系
　・医療機器の機能高度化に関する研究　（櫻本逸男）
　・生体組織の機械的性質に関する研究　（櫻本逸男）
　・うず電流の利用と応用に関する研究　（石田浩一）
　・基礎工学教育プログラムの開発と応用に関する研究　（石田浩一）
　・地上・人工衛星観測を利用した宇宙環境の計測・予測手法の研究　（北村健太郎）
　・磁性粒子分散複合材料の高周波電磁気特性に関する研究　（笠置映寛）
　・強力超音波の応用に関する研究　（鈴木厚行）

【到達目標】 専門知識を身につけると同時に、自ら課題を把握・分析でき、解決の道を自主的に探ることができるよ
うになる。併せて、コミュニケーション能力の向上を目指す。

【徳山高専学習・教育目標】 C2 【ＪＡＢＥＥ基準】 f、ｈ

【評価法】
学修の成果を 50 点（特別研究論文：指導教員 30 点、副査教員 20 点 (2 名の平均点 )）、研究に取組む姿
勢を 30 点（指導教員 30 点）、最終報告会を 20 点（2 項目各 10 点について聴講教員の平均点 20 点）と
して、各成績評価基準に基づき 100 点満点で評価し、60 点以上を合格とする。

【テキスト】 徳山工業高等専門学校特別研究論文集 など

【関連科目】 すべての科目

【成績欄】 前期中間試験　　前期末試験　　前期成績　　 後期中間試験　　後期末試験　　学年末成績
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